














































































































































常雇い 臨時雇い 常雇い 臨時雇い
単位 （件） （100万円）（100人）（100人）（100人）（100人）（万円） （件） （100万円）（100人）（100人）（100人）（100人）（万円）





























































観光農園 8,760 35,246 617 247 32 338 57.1 8,730 37,766 569 248 62 259 66.3
農家民宿 1,920 5,102 58 45 2 11 87.9 2,090 5,431 69 49 4 16 78.7


















































































































































































































































ないものの，取り組み別事業体数では長野県が 1,200 件，北海道が 970 件，山梨県が 880




















い都道府県は愛知県が 404 億 53 百万円，以下静岡県が 376 億 63 百万円，福岡県が 350 億
26 百万円，埼玉県が 327 億 54 百万円，千葉県が 326 億 83 百万円となっており，消費人口
が多い大都市やその周辺部に位置する都道府県が上位をしめていることが分かる（図２）。
一方，最も販売金額が小さかったのは富山県で 51 億 6 百万円，以下秋田県が 60 億 16 百万































































































図４ 品目別農産物加工品の販売金額および個別経営体の割合（2013 年） 
資料：農林水産省『6次産業化総合調査（2013）』により作成 
内円：個別経営体 
2,636 億 9 千万円 
外円：総販売金額 

















では北海道が 410 億 55 百万円と最大となっている。北海道の農産物加工の中心は，ポテト
チップスとテンサイを原料とする製糖となっている。これらの生産地域は十勝地方となっ
ており，地域産レベルでの地産率は 8.9％とであるが，近隣市町村レベルでは 86.3％とな
っている。次いで東京都の仕入金額が 372 億 59 百万円となっている。東京都の特徴として
は，仕入額に占める地域産レベルの地産率が 92.5％と他地域よりも極めて高い。これは東
京都の青梅市や八王子市を中心に飼育されているブランド豚「TOKYO X」の加工食品による













































隣市町村レベルでは，69.1％となっている。次いで仕入金額では宮崎県が 184 億 56 百万円，










8,740 件，農家民宿事業体が 2,080 件，農家レストランが 1,380 件となっている。  
 観光事業体数が最も多いのは長野県の 1,200 件で，次いで北海道が 880 件，山梨県が 880
件，群馬県が 650 件，千葉県が 560 件 ，山形県が 480 件となっており，関東・甲信越地域
に集中していることがわかる（図６）。一方，最も少ない県は，香川県と富山県の 40 件と 
 
 






図８ 売上金額別農家民宿経営事業体数（2013）  
 
図９ 売上金額別農家レストラン経営事業体数（2013） 










億 57 百万円）と最少の香川県（16 百万円）では，340 倍以上の開きがある。 
観光農園を営む事業体数が，最も多いのは山梨県で 840 件，次いで長野県が 780 件，群




 次に農家民宿を営む経営体数が多いと同県をあげると，長野県が 330 件，北海道が 320












































































図８ 売上金額別農家民宿経営事業体数（2013）  
 
図９ 売上金額別農家レストラン経営事業体数（2013） 



























Development of Agricultural Sextiary Sector and Regional Structure in Japan
OTAKE, Nobuo
This paper discussed the development of agricultural sextiary sector in japan, and also dealing with the regional 
structure. As a result, the following points are clear.
1. Farmers’ market sector is a leading part of agricultural sextiary sector, and success of farmers’ market sector 
depends on motorization largely.
2. Farmers’ processed sector is divided into the Agricultural Cooperatives （the primary processed products like 
a milk and sugar, OEM） and the individual business unit （the final processed products like a cut vegetable and 
Japanese pickles, tea, livestock products）.
3. There are few sightseeing farms, farmers’ inn and farmers’ restaurants compared with farmers’ market sector 
and farmers’ processed sector in Japan. However, These tourism service are one of the way to promote activation 
in a rural erea.
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